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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯通信端末であって、
　介護対象者の身体状況を示す身体状況情報と、前記介護対象者の排泄機能を示す排泄機
能情報と、前記介護対象者の住宅のバリアフリー対応の有無又は外出先のトイレの有無を
示す周辺環境情報と、排泄用具及び吸収性物品の組み合わせを示す商品情報とを関連付け
て管理するように構成されている情報管理部と、
　前記携帯通信端末の利用者によって入力された前記身体状況情報、前記排泄機能情報及
び前記周辺環境情報を取得するように構成されている入力情報取得部と、
　前記入力情報取得部によって取得された前記身体状況情報、前記排泄機能情報及び前記
周辺環境情報に関連付けられている前記商品情報を表示するように構成されている表示部
とを具備することを特徴とする携帯通信端末。
【請求項２】
　前記情報管理部は、前記身体状況情報と、前記排泄機能情報と、前記周辺環境情報と、
前記介護対象者の判断力を示す判断力情報と、前記商品情報とを関連付けて管理するよう
に構成されており、
　前記入力情報取得部は、前記身体状況情報、前記排泄機能情報及び前記周辺環境情報に
加えて、前記判断力情報を取得するように構成されており、
　前記表示部は、前記入力情報取得部によって取得された前記身体状況情報と前記排泄機
能情報と前記周辺環境情報と前記判断力情報とに関連付けられている前記商品情報を表示
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するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の携帯通信端末。
【請求項３】
　前記情報管理部は、前記身体状況情報と、前記排泄機能情報と、前記判断力情報と、前
記排泄用具及び前記吸収性物品の組み合わせの候補を示す商品候補情報とを関連付けて管
理するように構成されており、
　前記情報管理部は、前記商品候補情報と、前記介護対象者に対して提供可能な介護力を
示す介護力情報と、前記周辺環境情報と、前記商品情報とを関連付けて管理するように構
成されており、
　前記表示部は、前記入力情報取得部によって取得された前記身体状況情報と前記排泄機
能情報と前記判断力情報とに関連付けられている前記商品候補情報を表示するように構成
されており、
　前記表示部は、前記商品候補情報と、前記入力情報取得部によって取得された前記介護
力情報と前記周辺環境情報とに関連付けられている前記商品情報を表示するように構成さ
れていることを特徴とする請求項２に記載の携帯通信端末。
【請求項４】
　前記情報管理部は、前記排泄用具及び前記吸収性物品を使用するオケージョンごとに前
記管理を行うように構成されており、
　前記入力情報取得部は、前記オケージョンについての情報を取得するように構成されて
おり、
　前記入力情報取得部によって取得された前記オケージョンについての情報に基づいて、
表示する前記商品情報を決定するように構成されていることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか一項に記載の携帯通信端末。
【請求項５】
　コンピュータを、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の携帯通信端末として動作させ
るためのプログラム。
【請求項６】
　携帯通信端末を含む商品情報提供システムであって、
　介護対象者の身体状況を示す身体状況情報と、前記介護対象者の排泄機能を示す排泄機
能情報と、前記介護対象者の住宅のバリアフリー対応の有無又は外出先のトイレの有無を
示す周辺環境情報と、排泄用具及び吸収性物品の組み合わせを示す商品情報とを関連付け
て管理するように構成されている情報管理部と、
　前記携帯通信端末の利用者によって入力された前記身体状況情報、前記排泄機能情報及
び前記周辺環境情報を取得するように構成されている入力情報取得部と、
　前記入力情報取得部によって取得された前記身体状況情報、前記排泄機能情報及び前記
周辺環境情報に関連付けられている前記商品情報を表示するように構成されている表示部
とを具備することを特徴とする商品情報提供システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯通信端末及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に示すように、支援受給者側に適したおむつの使用プランを提供する
方法が知られている。
【０００３】
　また、特許文献２に示すように、使い捨て可能な吸収性失禁用物品を推奨する方法が知
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００２-７５７３号公報
【特許文献２】特表２００５-５０９９３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の特許文献１及び２に記載の方法では、おむつの使用プランや推奨
する吸収性失禁用物品について提供するだけで、介護対象者のケアプラン策定時に、介護
の現場で働くケアマネージャ等に対して、かかる介護対象者の排泄ケアに必要な排泄用具
及び吸収性物品の組み合わせについて提供することを想定していない。
【０００６】
　したがって、上述の特許文献１及び２に記載の方法では、介護対象者のケアプラン策定
時に、介護の現場で働くケアマネージャ等に対して、かかる介護対象者の排泄ケアに必要
な排泄用具及び吸収性物品の組み合わせについて提供することができないという問題点が
あった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、介護の専門家の知識に基
づいて、介護対象者ごとに適切な排泄用具及び吸収性物品の組み合わせを選択して提供す
ることができる携帯通信端末及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の特徴は、携帯通信端末であって、介護対象者の身体状況を示す身体状況
情報と、前記介護対象者の排泄機能を示す排泄機能情報と、排泄用具及び吸収性物品の組
み合わせを示す商品情報とを関連付けて管理するように構成されている情報管理部と、前
記携帯通信端末の利用者によって入力された前記身体状況情報及び前記排泄機能情報を取
得するように構成されている入力情報取得部と、前記入力情報取得部によって取得された
前記身体状況情報及び前記排泄機能情報に関連付けられている前記商品情報を表示するよ
うに構成されている表示部とを具備することを要旨とする。
【０００９】
　本発明の第２の特徴は、コンピュータを、上述の携帯通信端末として動作させるための
プログラムであることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、本発明によれば、介護の専門家の知識に基づいて、介護対象者ご
とに適切な排泄用具及び吸収性物品の組み合わせについて提供することができる携帯通信
端末及びプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システムで用いられる携帯通信端末
の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システムで用いられる携帯通信端末
の情報管理部によって管理されている情報の一例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システムで用いられる携帯通信端末
の情報管理部によって管理されている情報の一例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システムで用いられる携帯通信端末
の利用方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（第１の実施形態に係る商品情報提供装置）
　図１乃至図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る商品情報提供システム１００
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について説明する。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態に係る商品情報提供システム１００は、携帯通信端末１
０と、Ｗｅｂサーバ２０とを具備している。
【００１４】
　本実施形態に係る商品情報提供システム１００は、介護対象者のケアプラン策定時に、
多数存在する排泄用具及び吸収性物品の中から、かかる介護対象者に対して適切な排泄用
具及び吸収性物品の組み合わせを選択し、介護の現場で働くケアマネージャ等が携帯する
携帯通信端末１０に対して、かかる排泄用具及び吸収性物品の組み合わせについて提供す
るように構成されている。
【００１５】
　ここで、吸収性物品は、布製失禁パンツや失禁パッドや尿取りパッドやパンツ型紙おむ
つやテープ止め紙おむつや紙製ベッドシーツ等の着用者（介護対象者）の排泄物を吸収す
るための吸収体を有する製品である。
【００１６】
　一方、排泄用具は、上述の吸収性物品以外で、介護対象者に対する介護を行うために必
要な用具である。例えば、排泄用具としては、トイレやポータブルトイレや尿瓶や差し込
み便器やコンドーム型採尿器や自動排泄処理装置等が想定される。なお、排泄用具として
、住宅改修要件等も含まれるものとする。
【００１７】
　また、本実施形態に係る商品情報提供システム１００で用いされる携帯通信端末１０は
、無線ネットワークを介して、Ｗｅｂサーバ２０に対してアクセスすることができるよう
に構成されている。
【００１８】
　例えば、かかる携帯通信端末１０は、タブレット端末や、ノート型のパーソナルコンピ
ュータや、スマートフォン等の携帯電話端末等によって構成されている。
【００１９】
　図２に示すように、かかる携帯通信端末１０は、情報管理部１１と、入力情報取得部１
２と、表示情報出力部１３と、通信部１４とを具備している。
【００２０】
　情報管理部１１は、携帯通信端末１０内に搭載されているハードディスクやメモリ等を
用いて、各種情報を管理するように構成されている。
【００２１】
　ここで、情報管理部１１は、少なくとも、介護対象者の身体状況を示す身体状況情報と
、かかる介護対象者の排泄機能を示す排泄機能情報と、排泄用具及び吸収性物品の組み合
わせを示す商品情報とを関連付けて管理するように構成されている。
【００２２】
　具体的には、図３に示すように、情報管理部１１は、上述の身体状況情報と、上述の排
泄機能情報と、上述の介護対象者の判断力を示す判断力情報と、排泄用具及び吸収性物品
の組み合わせの候補を示す商品候補情報とを関連付けて管理するように構成されており、
図４に示すように、情報管理部１１は、かかる商品候補情報と、かかる介護対象者に対し
て提供可能な介護力を示す介護力情報と、かかる介護対象者の周辺環境を示す周辺環境情
報と、上述の商品情報とを関連付けて管理するように構成されていてもよい。
【００２３】
　なお、情報管理部１１は、上述の排泄用具及び吸収性物品を使用するオケージョン（使
用場面）ごとに、上述の管理を行うように構成されていてもよい。
【００２４】
　例えば、図２及び図３に示すように、情報管理部１１は、かかるオケージョンとして、
「昼・外出」、「昼・自宅」及び「夜」を想定し、かかる３種類のオケージョンごとに、
上述の管理を行うように構成されていてもよい。
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【００２５】
　ここで、例えば、上述の身体状況情報のうち「昼・外出」用として管理されている身体
状況情報は、介護対象者の移動方法が歩きであるか車椅子であるかについて示す情報（移
動方法）や、介護対象者が便器への移乗することができるか否かについて示す情報（姿勢
保持能力）や、介護対象者が衣類の脱ぎ着や後始末を行うことができるか否かについて示
す情報等である。
【００２６】
　また、例えば、上述の身体状況情報のうち「昼・自宅」用として管理されている身体状
況情報は、介護者がベッド又は車椅子で過ごしているか否かについて示す情報や、介護対
象者が便器への移乗することができるか否かについて示す情報（姿勢保持能力）や、介護
対象者が衣類の脱ぎ着を行うことができるか否かについて示す情報や、介護対象者がトイ
レまで独りで歩けるか否かについて示す情報や、介護対象者が排泄用具や吸収性物品の着
脱を行うことができるか否かについて示す情報等である。
【００２７】
　また、例えば、上述の排泄機能情報のうち「昼・外出」用として管理されている排泄機
能情報は、介護者が外出先で排便の機会があるか否かについて示す情報等である。
【００２８】
　また、例えば、上述の排泄機能情報のうち「昼・自宅」用及び「夜」用として管理され
ている排泄機能情報は、介護者が尿意及び便意を分かるか否かについて示す情報（尿意・
便意認知力）や、介護者が尿意及び便意をコントロールすることができるか否かについて
示す情報（蓄尿・蓄便能力）等である。
【００２９】
　また、例えば、上述の判断力情報のうち「昼・外出」用として管理されている判断力情
報は、介護者が尿意及び便意を分かるか否かについて示す情報（尿意・便意認知力）や、
介護者が尿意及び便意をコントロールすることができるか否かについて示す情報（蓄尿・
蓄便能力）等である。
【００３０】
　また、上述の判断力情報のうち「昼・自宅」用及び「夜」用として管理されている判断
力情報は、介護者が尿意及び便意を分かるか否かについて示す情報（尿意・便意認知力）
や、介護者が尿意及び便意をコントロールすることができるか否かについて示す情報（蓄
尿・蓄便能力）や、介護者がトイレや排泄用具や吸収性物品を認知することができるか否
かについて示す情報等である。
【００３１】
　なお、介護者が尿意及び便意を分かるか否かについて示す情報（尿意・便意認知力）や
、介護者が尿意及び便意をコントロールすることができるか否かについて示す情報（蓄尿
・蓄便能力）は、「昼・自宅」用及び「夜」用として管理されている排泄機能情報に含ま
れてもよいし、「昼・自宅」用及び「夜」用として管理されている判断力情報に含まれて
もよい。
【００３２】
　また、例えば、上述の介護力情報のうち「昼・外出」用として管理されている介護力情
報は、介護対象者が独居であるか否かについての情報や、介護者に対する排泄の介助者（
ヘルパー）が存在するか否かについて示す情報等である。
【００３３】
　また、例えば、上述の介護力情報のうち「昼・自宅」用として管理されている介護力情
報は、介護対象者が独居であるか否かについての情報や、介護者に対する日中の介助者（
ヘルパー）が存在するか否かについて示す情報等である。
【００３４】
　また、例えば、上述の介護力情報のうち「夜」用として管理されている介護力情報は、
介護対象者が独居であるか否かについての情報や、介護者に対する就寝中の介助者（ヘル
パー）が存在するか否かについて示す情報等である。
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【００３５】
　また、上述の周辺環境情報のうち「昼・外出」用として管理されている周辺環境情報は
、外出先にトイレが存在するか否かについて示す情報等である。
【００３６】
　また、上述の周辺環境情報のうち「昼・自宅」用及び「夜」用として管理されている周
辺環境情報は、住宅環境についての情報（例えば、バリアフリー対応の有無）や、資金力
についての情報等である。
【００３７】
　実際の生活においては、オケージョン（使用場面）に基づいて介護対象者の排泄ケアを
行う必要がある。例えば、外出時には、外出用の吸収性物品を選択し、在宅時或いは夜間
には、ベッド周りでの吸収性物品を選択する必要がある。
【００３８】
　したがって、上述の構成によれば、介護対象者の身体状況情報及び排泄機能情報等とい
ったＡＤＬ（Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ　ｏｆ　Ｄａｉｌｙ　Ｌｉｖｉｎｇ：日常生活動作）
だけでなく、実際の生活における使用場面（オケージョン）を考慮して、排泄用具及び吸
収性物品を選択することができる。
【００３９】
　また、情報管理部１１は、各排泄用具や各吸収性物品についての使用方法や使用可能条
件等について管理するように構成されていてもよい。
【００４０】
　入力情報取得部１２は、携帯通信端末１０に搭載されているタッチパネル型のディスプ
レイやキーボードやボタン等を介して、携帯通信端末１０の利用者によって入力された情
報を取得するように構成されている。
【００４１】
　具体的には、入力情報取得部１２は、携帯通信端末１０の利用者によって入力された情
報として、上述の身体状況情報や、上述の排泄機能情報や、上述の判断力情報や、上述の
介護力情報や、上述の周辺環境情報等を取得するように構成されている。
【００４２】
　表示情報出力部１３は、携帯通信端末１０に搭載されているディスプレイやスピーカ等
の表示装置に対して、上述の商品情報や商品候補情報等を含む表示情報を出力するように
構成されている。
【００４３】
　例えば、情報管理部１１が、身体状況情報と排泄機能情報と商品情報とを関連付けて管
理している場合で、入力情報取得部１２が、携帯通信端末１０の利用者によって入力され
た身体状況情報及び排泄機能情報を取得した場合、表示情報出力部１３は、情報管理部１
１において当該身体状況情報及び当該排泄機能情報に関連付けられている商品情報を含む
表示情報を、上述の表示装置に対して出力するように構成されている。
【００４４】
　或いは、情報管理部１１が、身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報と商品情報とを
関連付けて管理している場合で、入力情報取得部１２が、携帯通信端末１０の利用者によ
って入力された身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報とを取得した場合、表示情報出
力部１３は、情報管理部１１において当該身体状況情報と当該排泄機能情報と当該判断力
情報とに関連付けられている商品情報を含む表示情報を、上述の表示装置に対して出力す
るように構成されている。
【００４５】
　或いは、情報管理部１１が、身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報と介護力情報と
周辺環境情報と商品情報とを関連付けて管理している場合で、入力情報取得部１２が、携
帯通信端末１０の利用者によって入力された身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報と
介護力情報と周辺環境情報とを取得した場合、表示情報出力部１３は、情報管理部１１に
おいて当該身体状況情報と当該排泄機能情報と当該判断力情報と当該介護力情報と当該周
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辺環境情報とに関連付けられている商品情報を含む表示情報を、上述の表示装置に対して
出力するように構成されている。
【００４６】
　また、情報管理部１１が、身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報と商品候補情報と
を関連付けて管理しており、また、商品候補情報と介護力情報と周辺環境情報と商品情報
とを関連付けて管理している場合で、入力情報取得部１２が、携帯通信端末１０の利用者
によって入力された身体状況情報と排泄機能情報と判断力情報とを取得した場合、表示情
報出力部１３は、情報管理部１１において当該身体状況情報と当該排泄機能情報と当該判
断力情報とに関連付けられている商品候補情報を含む表示情報を、上述の表示装置に対し
て出力するように構成されている。
【００４７】
　その後、入力情報取得部１２が、携帯通信端末１０の利用者によって入力された介護力
情報と周辺環境情報とを取得した場合、表示情報出力部１３は、情報管理部１１において
当該商品候補情報と当該介護力情報と当該周辺環境情報とに関連付けられている商品情報
を含む表示情報を、上述の表示装置に対して出力するように構成されている。
【００４８】
　なお、表示情報出力部１３は、携帯通信端末１０の利用者によって選択されたオケージ
ョンに対して、上述の動作を行うように構成されていてもよい。
【００４９】
　また、表示情報出力部１３は、商品情報に含まれる排泄用具や吸収性物品についての使
用方法や使用可能条件等を含む表示情報を、上述の表示装置に対して出力するように構成
されていてもよい。
【００５０】
　通信部１４は、携帯通信端末１０に搭載されている通信機器（通信モジュール）を用い
て、無線ネットワーク１を介して、Ｗｅｂサーバ２０を含む通信装置と通信することがで
きるように構成されている。
【００５１】
　例えば、通信部１４は、携帯通信端末１０の利用者によって入力された指示に応じて、
Ｗｅｂサーバ２０に対してアクセスするように構成されている。ここで、通信部１４は、
Ｗｅｂサーバ２０から、上述の表示情報に含まれる排泄用具や吸収性物品の購入用サイト
に係る情報を取得し、表示情報出力部１３が、表示情報として、かかる購入用サイトに係
る情報を表示装置に出力するように構成されていてもよい。
【００５２】
　以下、図５を参照して、ケアマネージャがケアプランを策定する際の携帯通信端末１０
の利用方法について説明する。
【００５３】
　図５に示すように、ステップＳ１０１において、携帯通信端末１０の利用者（例えば、
ケアマネージャ）は、ケアプランの対象のオケージョン（例えば、「昼・外出」、「昼・
自宅」又は「夜」）を選択する。
【００５４】
　携帯通信端末１０の利用者は、ステップＳ１０２において、判断力情報（例えば、尿意
・便意認知力）を入力し、ステップＳ１０３において、身体状況情報（例えば、移動方法
や姿勢保持能力）を入力し、ステップＳ１０４において、排泄機能情報（例えば、蓄尿・
蓄便能力）を入力する。
【００５５】
　ここで、携帯通信端末１０の利用者は、例えば、タッチパネル型のディスプレイに表示
されたアンケートに対して回答することによって、ステップＳ１０２～Ｓ１０４の入力を
行ってもよい。
【００５６】
　ステップＳ１０５において、携帯通信端末１０は、ステップＳ１０１において選択され
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たオケージョンに関して、ステップＳ１０２～Ｓ１０４において入力された判断力情報と
身体状況情報と排泄機能情報とに関連付けられている商品候補情報を表示する。
【００５７】
　ここで、携帯通信端末１０は、かかる商品候補情報として、排泄用具と吸収性物品との
組み合わせを複数表示する。
【００５８】
　なお、かかる商品候補情報として出力される排泄用具と吸収性物品との組み合わせは、
介護力情報や周辺環境情報を考慮することなく決定されるものである、すなわち、介護対
象者本人の状況によって決定されるものである。
【００５９】
　携帯通信端末１０の利用者は、ステップＳ１０６において、介護力情報（例えば、独居
であるか否かについて、ヘルパー有無）を入力し、ステップＳ１０７において、周辺環境
情報（例えば、住宅環境についての情報や資金力についての情報）を入力する。
【００６０】
　ステップＳ１０８において、携帯通信端末１０は、ステップＳ１０５において表示した
商品候補情報と、ステップＳ１０６～Ｓ１０７において入力された介護力情報と周辺環境
情報とに関連付けられている商品情報を表示する。
【００６１】
　ここで、かかる商品情報として表示される排泄用具及び吸収性物品は、商品候補情報と
して表示された複数の排泄用具及び吸収性物品の中から選択された最適なものである。
【００６２】
　すなわち、かかる商品情報として表示される排泄用具及び吸収性物品は、介護対象者本
人の状況に加えて、介護対象者に対して提供可能な介護力や住宅環境や家族のニーズ等を
踏まえて決定されるものである。
【００６３】
　ステップＳ１０９において、携帯通信端末１０は、上述の商品情報として表示した排泄
用具及び吸収性物品についての使用方法や使用可能条件等について表示する。
【００６４】
　携帯通信端末１０の利用者は、かかる使用方法や使用可能条件等を参照して、上述の商
品情報として表示した排泄用具及び吸収性物品について、介護対象者に対して適切に使用
することができるか否か等について判定し、かかる介護対象者に対するケアプランを策定
する。
【００６５】
　その後、携帯通信端末１０は、携帯通信端末１０の利用者から指示に応じて、上述のケ
アプランを表示する。
【００６６】
　ここで、例えば、携帯通信端末１０の利用者は、タッチパネル型のディスプレイに表示
された排泄用具及び吸収性物品をクリックすることによって、かかる排泄用具及び吸収性
物品の購入用サイトにアクセスし、かかる購入用サイトから、かかる排泄用具及び吸収性
物品を購入することができる。
【００６７】
　なお、携帯通信端末１０は、コンピュータを動作可能なプログラム（アプリケーション
）によって、上述の情報管理部１１、入力情報取得部１２、表示情報出力部１３及び通信
部１４を実現するように構成されていてもよい。
【００６８】
　ここで、携帯通信端末１０は、携帯通信端末１０の利用者からの要求に応じて、所定サ
ーバから、かかるコンピュータを動作可能なプログラム（アプリケーション）をダウンロ
ードすることができるように構成されていてもよいし、リムーバブルデバイス等を介して
、かかるコンピュータを動作可能なプログラム（アプリケーション）を取得するように構
成されていてもよい。
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【００６９】
　本実施形態に係る商品情報提供システムによれば、オケージョンごとに、介護対象者の
判断力や介護対象者の身体状況や介護対象者の排泄機能や周辺環境や介護対象者に対して
提供可能な介護力という５つの視点からみて、かかる介護対象者に対して適切な排泄用具
及び吸収性物品を選択することができる。
【００７０】
　また、本実施形態に係る商品情報提供システムによれば、携帯通信端末１０が、商品候
補情報として、介護対象者本人に適合した排泄用具及び吸収性物品の候補を表示した後に
、商品情報として、介護対象者に対して提供可能な介護力や家族のニーズや住宅環境に応
じて、排泄用具及び吸収性物品の候補の中から最適な排泄用具及び吸収性物品を表示し、
ケアマネージャが、かかる排泄用具及び吸収性物品の使用方法や使用条件等に基づいて、
かかる介護対象者に対して、かかる排泄用具及び吸収性物品を本当に使用可能かどうかに
ついて判断するという３ステップによって、かかる排泄用具及び吸収性物品を含むケアプ
ランを策定するように構成されており、介護対象者及び家族の立場を考えたきめ細かいケ
アプランを策定することができる。
【００７１】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００７２】
１００…商品情報提供システム
１…無線ネットワーク
１０…携帯通信端末
１１…情報管理部
１２…入力情報取得部
１３…表示情報出力部
１４…通信部
２０…Ｗｅｂサーバ
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